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震
災
被
害
と
復
興
へ
の
体
制

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
一
四
時
四
六
分
、
三
陸
沖
を

震
央
と
す
る
太
平
洋
の
広
い
範
囲
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
大
地
震
が
起
き
た
。
東
北
と
関
東
で

震
度
七
か
ら
震
度
六
弱
以
上
の
激
し
い
揺
れ
が
あ
り
、
福

島
県
須
賀
川
市
で
は
ダ
ム
が
決
壊
し
て
集
落
を
押
し
流
し

た
。
首
都
圏
で
も
千
葉
県
浦
安
市
な
ど
の
住
宅
地
に
液
状

化
現
象
が
起
き
た
。
ま
た
東
京
都
千
代
田
区
の
九
段
会
館

で
は
ホ
ー
ル
の
天
井
が
落
下
し
、
町
田
市
の
大
型
ス
ー

パ
ー
で
は
屋
上
駐
車
場
へ
の
車
路
が
崩
落
し
て
、
い
ず
れ

も
死
者
を
出
し
た
。

　

だ
が
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
を
大
き
く
し
た
の

は
、
地
震
発
生
か
ら
三
〇
分
～
一
時
間
後
、
北
海
道
か
ら

千
葉
県
ま
で
、
東
日
本
の
沿
岸
へ
数
回
に
わ
た
っ
て
押
し

寄
せ
た
大
津
波
で
あ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
過
酷
事
故
だ
っ
た
。
死
者
一
万
九
〇
七
四
人
、
行

方
不
明
者
二
六
三
三
人
（
二
〇
一
四
年
九
月
一
日
現
在
消

防
庁
発
表
）
の
大
部
分
は
津
波
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
の
震
災
関
連
死
三
〇
八
九
人
（
二
〇
一
四
年
三
月
末

現
在
復
興
庁
発
表
）
の
過
半
は
原
発
災
害
避
難
に
伴
う
も

の
で
あ
る
。
震
災
直
後
の
避
難
者
は
約
四
七
万
人
と
さ
れ

る
が
、
三
年
半
後
に
お
い
て
も
な
お
二
四
万
三
〇
四
〇

人
（
二
〇
一
四
年
九
月
一
一
日
現
在
復
興
庁
発
表
）
が
避

難
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
は

一
二
万
五
二
二
二
人
（
同
）
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
が
、

こ
の
大
部
分
は
原
発
災
害
に
伴
う
避
難
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
政
府
は
緊
急
災
害
対
策
本
部

（
災
害
対
策
基
本
法
）
と
原
子
力
災
害
対
策
本
部
（
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
）
を
設
置
し
、
被
災
者
と
被
災

地
へ
の
救
援
活
動
と
原
発
事
故
処
理
に
取
り
組
む
が
、
震

災
一
カ
月
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
復
興
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
に
な
る
。
四
月
一
一
日
に
「
東
日
本
大
震
災
復
興

構
想
会
議
」
の
設
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
一
四
日
に
第
一

回
会
議
が
開
催
さ
れ
た
（
五
百
旗
頭
真
議
長
を
は
じ
め
一

五
人
で
構
成
。
そ
の
も
と
に
飯
尾
潤
部
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
一
九
人
で
「
検
討
部
会
」
が
置
か
れ
た
）。
六
月
二
五

日
に
は
「
復
興
へ
の
提
言
―
悲
惨
の
中
の
希
望
」
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　

並
行
し
て
国
会
で
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
」

が
議
員
立
法
と
し
て
六
月
二
〇
日
に
成
立
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
内
閣
に
「
復
興
対
策
本
部
」
が
置
か
れ
た
。
復
興

構
想
会
議
の
提
言
を
受
け
て
、
七
月
二
九
日
に
は
復
興
対

策
本
部
と
し
て
の
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本

方
針
」
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
後
、「
復
興
財
源
確
保
法
」

が
一
一
月
三
〇
日
に
、「
復
興
庁
設
置
法
」
が
一
二
月
九

日
に
成
立
し
、
復
興
対
策
本
部
は
復
興
庁
に
引
き
継
が
れ

た
（
二
〇
一
二
年
二
月
一
〇
日
）。

　
復
興
政
策
の
ぶ
れ
と
復
興
予
算

　

復
興
構
想
会
議
か
ら
復
興
庁
設
置
ま
で
の
一
〇
カ
月
間

で
復
興
に
向
け
た
国
の
体
制
が
整
う
こ
と
に
な
る
が
、
復

興
政
策
の
基
本
方
針
は
大
き
く
ぶ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
現
在
に
至
る
ま
で
被
災
地
に
大
き
な
混
乱
を
招
く
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
復
興
構
想
会
議
の
第
一
回
で
菅
直
人
首

相
は
「
た
だ
元
に
戻
す
と
い
う
復
旧
で
は
な
く
、
改
め
て

つ
く
り
出
す
と
い
う
創
造
的
な
復
興
と
い
う
も
の
を
是
非

お
示
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
た
。「
創
造
的
復
興
」
と
い
う
概
念
は
関
東
大
震

災
後
の
後
藤
新
平
に
よ
る
「
帝
都
復
興
」
に
通
じ
る
が
、

直
接
的
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
兵
庫
県
が
唱
え

た
こ
と
ば
で
あ
る
。「
原
型
復
旧
」
で
は
な
く
、
よ
り
高

い
水
準
で
の
都
市
づ
く
り
と
い
う
目
標
を
指
す
。し
か
し
、

「『
創
造
的
復
興
』
は
、
弱
い
立
場
の
人
び
と
に
『
復
興
災

害
』
を
も
た
ら
す
」
（
１
）

と
い
う
評
価
も
あ
る
よ
う
に
、阪
神
・

淡
路
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
光
と
影
を
も
た
ら
し
て
き

た
。

　

だ
が
最
大
の
問
題
点
は
今
回
の
被
災
地
が
神
戸
市
を
中

心
と
し
た
大
都
市
部
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
地
域
環
境

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
の
「
創
造
的
復
興
」
概

念
を
復
興
政
策
の
中
軸
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
む
し
ろ
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
見
据
え
れ
ば
、
ダ

ウ
ン
サ
イ
ズ
し
た
新
し
い
考
え
方
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
復
興
構
想
会
議
の
副
議
長
で
あ
っ
た
御
厨
貴
は
こ

の
と
き
の
経
験
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
会
議
は
嫌
で
も
地
方
と
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
明
治
期
の
地
方
を
見
る
と
き
の
目
、
つ
ま
り
地
方

　

今　

井　
　
　

照

東
日
本
大
震
災
と
復
興
政
策

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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経
営
に
お
け
る
対
立
や
首
都
計
画
に
お
け
る
対
立
は
全
部

中
央
か
ら
の
ま
な
ざ
し
で
す
。
そ
れ
を
デ
ジ
ャ
ヴ
の
よ
う

に
構
想
会
議
で
は
体
験
し
ま
し
た
」
（
２
）

　

こ
う
し
て
復
興
構
想
会
議
の
提
言
は
、
冒
頭
の
「
復
興

構
想
七
原
則
」
な
ど
、
一
部
に
格
調
高
い
表
現
を
散
り
ば

め
つ
つ
、
被
災
者
の
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
自
体
が
原
則

に
盛
り
込
ま
れ
な
い
な
ど
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
「
東
京

目
線
」
を
隠
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
そ
の
後

の
復
興
政
策
に
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
ば
、

復
興
基
本
法
の
目
的
に
は
、
復
興
の
推
進
に
加
え
て
「
活

力
あ
る
日
本
の
再
生
」
と
い
う
文
言
が
修
正
で
挿
入
さ
れ

た
。
復
興
の
基
本
方
針
に
は
当
初
五
年
間
の
集
中
復
興
期

間
に
お
け
る
財
政
フ
レ
ー
ム
を
一
九
兆
円
と
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
、
し
か
も
実
際
に
は
当
初
一
年
間
余
り
で

一
八
兆
円
の
予
算
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

全
国
各
地
で
「
活
力
あ
る
日
本
の
再
生
」
と
い
う
名
目
の

公
共
事
業
が
、
復
興
予
算
を
目
当
て
と
し
て
計
画
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
（
復
興
予
算
「
流
用
」
問
題
）。
し
か
も

そ
れ
は
被
災
地
で
さ
え
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
被
災
地

で
は
国
が
用
意
し
た
復
興
交
付
金
と
い
う
名
の
補
助
金
メ

ニ
ュ
ー
の
獲
得
競
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
冷
静
に
考
え
れ
ば
明
ら
か
な
と
お
り
、
被
災
者

が
い
ち
ば
ん
望
ん
で
い
る
の
は
、
元
の
地
域
で
元
の
よ
う

に
生
活
す
る
原
型
復
旧
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
地

震
、
津
波
、
原
発
に
お
い
て
も
共
通
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

原
発
災
害
に
つ
い
て
は
地
震
や
津
波
と
は
異
な
る
側
面
が

あ
り
、
時
間
も
長
期
間
を
要
す
る
が
、
そ
れ
で
も
も
し
本

来
の
姿
で
あ
れ
ば
被
災
者
が
望
ん
で
い
る
の
は
原
型
復
旧

で
あ
る
。「
創
造
的
復
興
」
は
被
災
者
の
原
型
復
旧
へ
の

切
望
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　「
復
興
災
害
」
の
現
実

　

復
興
構
想
会
議
の
提
言
の
基
本
的
方
向
性
は
「
減
災
」

で
あ
っ
た
。
津
波
や
地
震
に
対
し
て
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
不
可

能
と
い
う
観
点
か
ら
、
多
様
な
リ
ス
ク
回
避
策
を
組
み
合

わ
せ
て
将
来
の
被
害
を
減
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し

か
し
復
興
構
想
会
議
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
中
央

防
災
会
議
で
は
津
波
の
レ
ベ
ル
を
、
今
回
の
よ
う
な
一
千

年
に
一
度
ク
ラ
ス
の
津
波
と
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
き
た

一
〇
〇
年
に
一
度
ク
ラ
ス
の
津
波
と
に
分
け
、
一
千
年
に

一
度
ク
ラ
ス
に
対
し
て
は
「
総
合
的
防
災
対
策
」（
減
災
）

で
対
応
す
る
が
、
一
〇
〇
年
に
一
度
ク
ラ
ス
で
は
「
防
波

堤
な
ど
構
造
物
に
よ
っ
て
津
波
の
内
陸
へ
の
侵
入
を
防
ぐ

海
岸
保
全
施
設
等
の
建
設
」
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

つ
ま
り
一
〇
〇
年
に
一
度
レ
ベ
ル
の
津
波
に
対
し
て
は

「
減
災
」
で
は
な
く
、防
波
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
っ

て
「
防
災
」
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
東
北
三
県
は
「
設
計
津
波
」
を
決
定
し
た
の
で
、

岩
手
か
ら
宮
城
に
至
る
海
岸
沿
い
に
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
巨
大
防
潮
堤
が
連
な
る
計
画
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
海
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
地
域
住
民
と
の
間
に
紛

争
を
生
じ
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
津
波
被
災
地
で
は
「
災
害
危
険
区
域
」
が
指
定

さ
れ
、
元
の
地
域
に
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
山
間
部
を
切

り
開
い
た
と
こ
ろ
へ
の
「
高
台
移
転
」
が
求
め
ら
れ
、
ま

た
そ
の
他
の
地
域
で
も
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
土
地
の
か
さ

上
げ
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
津
波

被
災
地
の
住
民
は
元
の
土
地
で
元
の
よ
う
に
生
活
す
る
こ
と

を
妨
げ
ら
れ
、
内
陸
部
や
都
市
部
へ
の
移
住
を
選
択
す
る
人

た
ち
も
増
え
て
い
る
。
結
果
的
に
巨
大
防
潮
堤
の
内
側
に
ほ

と
ん
ど
人
が
住
ま
な
い
町
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
原
発
災
害
避
難
地
域
に
対
す
る
復
興
政
策
も
混

迷
を
深
め
て
い
る
。
政
府
は
除
染
を
進
め
て
避
難
指
示
を

解
消
し
、
元
の
地
域
に
避
難
者
を
戻
す
政
策
を
基
本
と
し

て
い
る
が
、除
染
の
効
果
が
芳
し
く
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

何
よ
り
も
原
発
の
状
況
が
安
定
せ
ず
、
こ
れ
に
加
え
て
一

定
レ
ベ
ル
以
下
の
放
射
性
廃
棄
物
を
三
〇
年
間
、
存
置
し

て
お
く
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
な
ど
、
避
難
者
に
と
っ
て

は
さ
ら
に
帰
還
し
に
く
い
条
件
が
重
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
か
ら
、
一
部
の
避
難
者
に
対
し
て

は
帰
還
で
な
く
他
地
域
へ
の
「
移
住
」
を
支
援
す
る
政
策
も

取
り
始
め
た
が
、
適
用
者
は
少
な
く
、
支
援
策
も
十
分
で

は
な
い
。
こ
の
結
果
、
避
難
指
示
の
解
除
に
伴
っ
て
、
元

の
地
域
に
も
戻
れ
ず
、避
難
先
に
も
定
住
で
き
な
い
ま
ま
、

賠
償
や
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
、
生
活
困
窮
に
追
い
込
ま
れ

る
避
難
者
が
一
気
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

＜

い
ま
い　

あ
き
ら
・
福
島
大
学
教
授＞

（
注
）

（
１
）
塩
崎
賢
明
「『
理
念
』
と
政
策
」
平
山
洋
介
・
斎
藤
浩
編

『
住
ま
い
を
再
生
す
る　

東
北
復
興
の
政
策
・
制
度
論
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

（
２
）
御
厨
貴
『
知
の
格
闘
―
掟
破
り
の
政
治
学
講
義
』
（
筑

摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）

【
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会　

福
島
復
興
支
援
分
科
会
『
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
長
期
避
難
者

の
暮
ら
し
と
住
ま
い
の
再
建
に
関
す
る
提
言
』
二
〇
一

四
年
九
月
三
〇
日（
日
本
学
術
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、

今
井
照『
自
治
体
再
建
―
原
発
避
難
と「
移
動
す
る
村
」』

（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）


